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マウスにおけるチーズ選好
中 島 定 彦
──行燈の油なめけり嫁が君 子規
人間の家屋ないしはその周辺に暮らすことに高度に適応したネズミを家ネズ
ミといい，わが国では大型のドブネズミ（Norway rat, brown rat，学名：
Rattus norvegicus），その近縁種のクマネズミ（roof rat, black rat，学名：




























スのみとし，その系統を前報の Slc : ICR から C57BL/6NCrSlc に変更した。
前報で Slc : ICR を用いたのは，ICR 系のマウスは比較的大型で摂餌量が多い
ため，餌種類間で違いを比較しやすいと考えたからである。動物供給業者（日
本エスエルシー株式会社，以下 SLC 社）のウェブサイト（http : //www.jslc.
co.jp/mice/c01_f.htm）からダウンロードしたデータ集によれば，C57BL/6
NCrSlc は Slc : ICR に比べて体重・摂餌量ともに半分程度である。しかし，
















時は 20週齢，平均体重 35 g（範囲：32～38 g）であった。被験体は実験期間
中，室温 22℃，湿度 55％で 16時間／8時間の明／暗周期（明期開始午前 8
時）の飼育室において透明ポリケージ（夏目製作所製 KN-600-B，内寸：幅 220
mm×奥行 320 mm×高さ 135 mm）で個別飼育した。ポリケージの底には木
製チップ（SLC 株式会社製の北方産モミ材）を厚さ 2 cm で敷きつめ，1週間
ごとに取り換えた。ケージの天井はステンレス格子の落込蓋であり，ステンレ
ス製ノズルのついたプラスチック製給水ボトル（株式会社夏目製作所製 KN-
Table 1 Conventional laboratory chow pellets, processed cheese, and other foods
tested in the present research
Name in






























































































Experiments 1A, 1B, 2, 3 1A, 1B, 3 2 1A, 1B, 2 1A, 1B, 2 3
３３マウスにおけるチーズ選好




固型飼料であるマウス・ラット・ハムスター用 MF（1個約 3.6 g：以下，固
型飼料），六甲バター株式会社製のプロセスチーズである Q・B・B ベビーチ





月曜から木曜の毎日 13時 30分に，天井の落込蓋に固型飼料 4粒，QBB ベ
ビー 1個，アーモンド 10粒，リッツ 4枚のいずれかを置き（どの種類の餌で
あっても毎日約 15 g に相当する），翌日の 12時 40分に取り去って約 23時間
の摂餌量を記録した（3）。具体的には，餌を与える前と取り去った後に重さを
電子天秤により 0.1 g 単位で計量した。この計量作業とマウスの体重測定や給
水ボトルへの水道水の詰替作業は，餌のない時間帯（12時 40分から 13時 30
































（F（3, 23）＝31.26, p＜.001）。Ryan 法による下位検定の結果，固型飼料とア
ーモンドの間以外のすべての比較において有意差が認められた。
なお，摂取カロリーに換算した場合の平均と標準誤差は，固型飼料（9.3±
0.6 kcal），QBB ベビー（15.5±0.5 kcal），アーモンド（13.7±1.4 kcal），リ







Figure 1 Top : Single-food consumption tests of Experiment 1 A. One of four
types of food（standard chew pellets, processed cheese, roasted
almonds, and RITZ crackers）was available to the individually
housed mice for 23 h per opportunity. Bottom : Paired-comparison
tests of the four types of food in Experiment 1 B with the same
mice of Experiment 1 A. Each bar represents mean±SE of 6 mice.
３６ マウスにおけるチーズ選好
た。
実 験 1 B
実験 1 A では，摂餌量を指標とした場合，C57BL 系マウスは固型飼料より






実験 1 B では，餌の好みの違いをより鋭敏に反映すると考えられる同時選
択テストによって，実験 1 A で用いた 4種類の餌の好みの大小を再検討する
ことにした。
方法
同じ被験体および装置を用いて，実験 1 A の翌日から，餌の選択テストを
実施した。具体的には，天井の蓋の左右に隣接して 2種類の餌を置き，23時
間摂餌量を比較した。実施時間帯は実験 1 A と同じであった。なお，餌は全













ベビーは固型飼料（t（5）＝3.46, p＝ .018），アーモンド（t（5）＝4.29, p
＝.008），リッツ（t（5）＝7.46, p＜.001）よりも有意に摂取していた。なお，
平均値で見ると QBB ベビー以外の 3種類の餌の間にも上述の違いが見られる
が，これらについては統計的に支持されなかった。（ ts（ 5）＜ 1.13,
ps＞.309）。
摂取カロリーで比較しても，QBB ベビー（16.8±3.0 kcal）と固型飼料
（3.4±2.9 kcal）の差，QBB ベビー（14.1±0.7 kcal）とリッツ（7.9±1.1
kcal）の差は有意であったが（t（5）＝3.28 p＝.022 ; t（5）＝4.08, p＝.010），














実験開始時は 16～23週齢，平均体重 32 g（範囲：26～39 g）であった。被験
体は実験 1 A～B と同じ実験室内で飼育したが，個別飼育ではなく，1ケージ
あたり 5～6匹（第 1グループのみ 6匹，残り 4グループは 5匹）で集団飼育
した。飼育ケージは実験 1 A～B とほぼ同サイズの日本クレア製 CL-0104-1 B




ボトル（日本クレア製 CK-200先管 K 11）2本から常時摂水可能であった。
［餌］
実験 1 A～B では摂取カロリーで比較すると，QBB ベビーとアーモンドの
間には統計的有意差が確認できなかった。そこで，本実験ではカマンベール入
りの Q・B・B ベビーチーズ（1個約 15 g：以下，QBB カマン）を用いるこ
とにした。過去にこのチーズを用いた実験は行っていないが，前報（中島ら，
2015）によればラットやマウスはチーズの中でもカマンベールを好むことか




実験は一昼夜で実施した。12時 20分に，天井の蓋に 4種類の餌を約 30 g
ずつ置いた。具体的には，固型飼料 8粒，QBB カマン 2個，アーモンド 20
粒，リッツ 8枚で，餌の位置はグループ（ケージ）間で異なるようにした。25
時間後の翌日 13時 20分にすべての餌を取り去って事後計量した。QBB カマ
ンの自然乾燥率を前報（中島ら，2015）と同様の方法（4個のチーズを飼育










均を Figure 2に示す。図から明らかなように QBB カマンが最も好まれてい
る。また，QBB カマン以外ではリッツの摂餌量が多い。餌の種類を要因とす
る 1要因 4水準の分散分析を行ったところ，餌の種類によって摂餌量に有意




Figure 2 Consumption of four types of food（standard chew pellets,
processed cheese laced with Camembert, roasted almonds,
and RITZ crackers）in the 25-h test of Experiment 2. The
mice were maintained in groups of five or six animals each.
Each bar represents mean±SE of 5 groups of mice.
４０ マウスにおけるチーズ選好
2.7 kcal），QBB カマン（36.4±5.0 kcal），アーモンド（8.1±1.5 kcal），リ
ッツ（26.9±11.0 kcal）であり，餌の種類を要因とする 1要因 4水準の分散
分析を行ったところ，餌の種類によって摂取カロリーに有意な違いが見られ














実験は一昼夜で実施した。15時 30分に，天井の蓋に 3種類の餌を約 15 g




















なお，同じサイズのケージにて個別飼育した C57BL/6NCrSlc の雄 3匹に
も，本実験と同じ手続きで与えてみたところ，摂餌量の順位は全個体で，固型
Figure 3 Consumption of three types of food（ standard chew pellets,
processed cheese, and dried sweet potato sticks）in the 23-h test of
Experiment 3. The mice were maintained in groups of three
animals each. Each bar represents mean±SE of 5 groups of mice.
４２ マウスにおけるチーズ選好
飼料＜干し芋＜QBB ベビーであった。具体的には，個体 1は 0.2＜1.4＜5.1 g
（0.7＜4.1＜17.0 kcal），個体 2は 0.0＜2.7＜4.2 g（0.0＜7.9＜14.0 kcal），個
体 3は 0.0＜2.0＜5.8 g（0.0＜5.9＜19.3 kcal）であった。このことから，孤
食状況でも本実験でも用いた餌の好みの順序には違いがないといえる。
全 体 的 考 察
中島ら（2015）は，Wistar 系ラットと ICR 系マウスにおいて，チーズが
固型飼料よりも好まれることを報告した。本研究では，C57BL 系マウスにお










ただし，摂取カロリーを指標に分析した場合，実験 1 A では QBB ベビーよ
りもリッツからの摂取がやや多かった（この差は統計的には有意ではなく，
「食べこぼし」による測定誤差の可能性もある）。また，実験 1 A～B では QBB
















川底の二枚貝を潜って採る（Gandolfi & Parisi, 1973）（7）。
このようにネズミの食害については農作物以外にも多くの報告があるが，ネ
ズミの食物嗜好に関する研究は学習性の嗜好あるいは嫌悪に関する実験がもっ









2004 ; Lindsey & Baker, 2006；社団法人日本実験動物協会， 2005 ;
Vandenbergh, 2000）。
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Cheese Preference in Laboratory Mice
In this study, a series of experiments investigated whether male
laboratory mice prefer cheese to other foods. Within-subject repeated tests
with a single type of food per feeding opportunity revealed that the
amount of consumption in individually housed mice was greater for
processed cheese than for standard chew pellets, roasted almonds, and
RITZ crackers (Experiment 1 A). Paired-comparison tests supported the
claim that the most favored food was processed cheese (Experiment 1 B).
Mice housed in groups also preferred cheese to other sets of foods
(Experiment 2), and to dried sweet potatoes (Experiment 3), in cafeteria-
style one-day tests.
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